
　（日本国憲法２６条）

〈職場目標〉○みんなで働きがい
　　　　　がある職場をつくろう
・お互いを尊重し、学び合おう
・働き方改革を推進しよう
・信頼される教職員であろう

長崎県教育方針
大村市教育方針
及び大村市教育
委員会教育目標

日本国憲法

〈目指すべき人間像〉

①日本の未来や新たな価値を創造し、社
会を生き抜く人間
②生涯にわたって学び、「大村」を愛し
「大村」を担う人間

豊かな学び　確かな育ち　多様な感性

「全て国民は、法律の定めるところにより、その能力
に応じて、等しく教育を受ける権利を有する」

【西小たった一つの約束】　　自分にされていやなことは、人にしない、言わない

すべての教育活動において…「目標を立て、指導し、評価する」

安全安心の確保 人権教育の推進

めざす児童像

強く＝強い心 正しく＝正しい判断力 健やかに＝たくましい体

令和４年度（創立１４９周年）学校経営グランドデザイン

　　　・児童の実態
　　　・地域の特性
　　(Ｒ5年度からＣＳ開始）
　　　・教師の願い
　　　・保護者・地域の願い

〈学校教育目標〉

「豊かな学び」と「確かな
育ち」「多様な感性」を基
盤として、強く、正しく、
健やかな子供を育てる。

【学校は何のためにあるのか】
①できなかったことができるようになるため
②人との過ごし方がわかるようになるため

〈学校づくりの基本理念〉
子供も職員も通いたい、保護者は通わせたい、地域は手を貸したい

・困難に立ち向かう勇気や
　多少の困難にも負けない
　心をもった児童

誰も取り残さない

【重点目標】

「学習指導要領」３つの柱
の育成をめざす。
　①知識及び技能の習得
　②思考力､判断力､表現力
　　の育成
　③学びに向かう力、人間
　　性の涵養

○児童理解をもとにした学
　級経営を行う。
※詳細は西小学級経営計画
　を参照する。
○学習のねらいを絞り、
　ゴールを明確にする。
○学力調査を指導にいかし
　個別最適な学習環境を整
　える。　「全ての子供の学習権を保障する」

・自他の生命を大切にし、
　互いの考えを認め合い、
　大切にする児童
・正しく善悪を判断すると
　ともに自らを律すること
　のできる児童

・早寝、早起き、朝ご飯な
　ど規則正しい生活をする
　健康な児童
・一生懸命勉強することは
　もちろん、知りたいとい
　う意欲やそのことを生か
　そうとする児童

○児童一人一人の居場所を
　保障する。
○一人の児童に対して、全
　職員で徹底して関わる。
○児童を一人の人間として
　認め、対等に向き合う。
○児童の話にしっかりと耳
　を傾け、心の内面を理解
　する。
○温かな｢まなざし｣で児童
　を見つめ、成長を促す。

「生きる力」を育む
「豊かな学力」の育成

○安全点検の一層の充実
○児童が安心して過ごせる
　環境（学校･教室）づくり
○危険箇所の早急な改善
○「学校生活」や「遊具の
　使い方の決まり」の徹底


